



































































































2）　実習期間　9 月～11 月までの 2 週間
3）　実習内容　
 ・ 1 週間 : 複数患者看護（シャドー観察と










 ・ 1 週間 : 看護管理見学実習（師長・主任
に同行）




























































カテゴリーは “時間管理の方法” と “安全管
理の方法” に区別することができた。1 つ目
の “時間管理の方法” では 3 つの視点＜優先
順位に影響を与える要因と優先順位の変更＞
＜動線と時間管理＞＜時間管理とチーム体 


































































































































 ・薬物療法の副作用について報告 ・連絡 ・相談によって、安全 ・安楽なケアを行う。
 ・データや患者の訴えを踏まえた援助を行う。



















2）血液感染予防、環境の整備  ・透析室の環境設定を整える。 ・血液感染予防が重要である。











































2）薬剤の被曝予防への対処  ・薬剤の管理はダブルチェックが重要である。 ・抗がん剤のミキシングは、被曝予防対処が行われる。
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